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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 
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   今月号のトピックス 
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第７０号の内容はこちらです。 

 

■ご挨拶 

 □建築研究本部長挨拶 

 

■イベントのお知らせ 

 □カルチャーナイト２０１５に参加します 

 

■研究紹介 

 「超高層建築物の着雪対策に関する基礎的検討とケーススタディ」 

 

■最近の研究所の動き  

 □人事情報 



 □新しいスタッフから一言 

  □構造計算適合性判定センターから 
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   ご挨拶 
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■【建築研究本部長挨拶】 

 

６月１日付で北総研に異動になりました須田です。北総研勤務は平成１９～ 

２０年度の環境科学部長以来、６年振り二度目になります。どうぞよろしく 

お願いします。 

  

平成２２年４月に地方独立行政法人「北海道立総合研究機構」の一員として 

新たな船出をしてから５年が経過し、この３月で法人第１期が終了、４月か 

ら第２期（平成２７～３１年度）がスタートしました。 

 

建築研究本部においても、第１期の「森とすまい 循環」、「エコマテリア 

ル開発」、「環境負荷低減要素技術開発」、「都市防災に関する研究」等の 

研究成果や他研究所との連携実績を踏まえ、第２期の中期計画の中では、「 

くらし・地域・環境を育む建築・まちづくりの実現」、「良質・安全な暮ら 

しを支える建築・まちづくりの研究」、「地域と産業を支える建築・まちづ 

くりの研究」を今後の５年間の研究推進項目とし、道民生活の向上及び道内 

産業の振興に貢献することとしています。 

   

具体的には、道総研全体の戦略研究として既に稼働を始めている「地域とエ 

ネルギー」や「農村集落の生活環境と産業振興」等の研究に主体的に参画す 

るとともに、「高度な要素技術開発」や「一次産業を支える最適化技術の開 

発」「北海道型防災まちづくりの検討」等に取り組みます。 

   

建築は多様な学問の集合体と称せられることがあり、道総研においても北総 

研に対しては他の研究分野との積極的な連携が期待されています。限られた 

人員や財源、設備を効果的に活用するとともに、我々建築分野が傾注すべき 

課題が何であるかを常に問いながら、道民の皆様の暮らしを豊かにする研究 

に取り組んで参りますので今後ともご支援、ご協力をよろしくお願い申し上 

げます。 



 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構 建築研究本部長 

                 北方建築総合研究所長 須田 敏則 
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 研究紹介「超高層建築物の着雪対策に関する基礎的検討とケーススタディ」 
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２０２０年にオリンピックを控える東京では、空前の大規模開発ラッシュと 

なっており超高層建築物の計画が目白押しです。一方で、一昨冬に大雪に見 

舞われたため、雪対策が関心事の一つになっています。超高層建築物の雪対 

策と聞いてピンとくる方は少ないと思いますが、超高層建築物は周囲より背 

が高いため、風の影響を受け雪が横から吹き付けることが多くなり、着雪が 

発生しやすい条件にあります。一般に風速は高度と共に増加しますが、雪は 

水平方向に風速とほぼ同じ速度で移動します。雪が空から降ってくる落下速 

度は１～２ｍ/ｓで、風速が１０ｍ/ｓの時は地上の降雪量の５～１０倍の水 

平方向の流量を持つことになり、大雪とは言えない量の雪でも、超高層建築 

物では相当量の着雪が生じます。また、気温は高度と共に低くなり、１００ 

ｍあたり１℃下がるとすると、高さ２００ｍの建物頂部では地上より２℃も 

低くなり、地上が雨でも建物頂部では雪になっている場合があります。さら 

に風による冷却効果も加わるため、超高層建築物では着雪した雪が氷結し、 

氷塊となって落ちてくる危険性も生じます。経済的な視点でみると超高層 

建築物は不動産としての価値も当然のことながら重要視されており、意匠性 

に富んだデザイン、庇やルーバーといった外装部材も多数用いられるため、 

近年の超高層建築物は凹凸が非常に多く雪が積もりやすいことも特徴の一つ 

です。このような背景から、当研究所では、超高層建築物の着雪対策に関す 

る知見を整備することを目的に、風洞実験および屋外での曝露実験などを行 

い、研究を進めているところです。研究では、実際の超高層建築物を対象と 

したケーススタディも行っています。施主、設計者、施工者との議論を通じ 

て、自然現象相手に１００％完璧な対策は無いことも認識しつつ、首都圏で 

の大雪は１０年に一度程度で起き、天気予報で事前に予期できる事象ですの 

で、ハード、ソフトなど様々な手法を組み合わせて安全レベルを少しずつ引 

き上げていく対策が現実的と考えております。 

 

（環境Ｇ 堤） 
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   最近の研究所の動き 
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■人事情報 

 

◆５月３１日付け退職 

 石塚 弘（建築研究本部長兼北方建築総合研究所長） 

 植村 徹（構造計算適合性判定センター長） 

 

◆６月１日付け転出 

 北垣 博樹（企画調整部企画課企画Ｇ主査（企画）） 

 栗田 瑞穂（総務部総務課主任） 

 江崎 貴之（総務部総務課主任） 

 

◆６月１日付け転入 

 須田 敏則（建築研究本部長兼北方建築総合研究所長） 

 西澤 拓哉（環境研究部長） 

 佐藤 吉英（企画調整部企画課企画Ｇ主査（企画）） 

 浅木 雅彦（総務部総務課主任） 

 盛永 昌代（企画調整部企画課企画Ｇ主任） 

 

◆６月１日付け所内の動き 

 能勢 淳彦（地域研究部長 → 構造計算適合性判定センター長） 

 松村 博文（環境研究部長 → 地域研究部長） 

 

（企画課 盛永） 

 

 

 

■新しいスタッフから一言 

 

６月１日付けで道庁建設部建築局計画管理課から派遣されました。寒研時代 

も含め北総研勤務、また、旭川での勤務は初めて（単身赴任は４年前に１度 



経験済み。）となります。あらためて所内の実験施設などを案内してもらい、 

大型液晶画面を使っての研究概要の説明を受け、道庁時代からは想像もでき 

ない一人ひとりの執務スペースなどなど素晴らしい執務環境ですが、早速、 

本部から新任部長研修の課題提出が求められ、なかなか手が進まず、結局は 

何はともあれ本人しだいということを実感したところです。この執務環境に 

負けないような研究となるよう私なりに勉強しながら頑張っていきたいと思 

います。どうぞよろしくお願いします。 

 

（環境研究部長 西澤 拓哉） 

 

 

 

■カルチャーナイト２０１５に参加します 

   

夏の夜に、科学を楽しみつつお役にたつ情報をご紹介するセミナーのご案内 

です。平成２７年７月１７日（金）１８：３０～に、北海道立総合研究機構 

（札幌市北区北１９条西１１丁目）にて開催するカルチャーナイトでは、「 

あなたの住まいを守ります ～リフォームによる地震に強くて省エネな家づ 

くり～」のテーマで、木造住宅を地震に強くするポイントと、強くすると同 

時に暖かくすることもできる耐震改修技術をご紹介します。 

参加は無料、どなたでもご参加頂けます。是非ご来場ください。 

 

（企画課 北谷） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】  

 

□５月の判定業務 

 

受付   １５件（１６棟） 

結果通知 １２件（１６棟） 

 

５月の判定依頼は、工場・倉庫等８件、事務所等２件、学校等３件、その他 

でした。 



 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は２９．５日（前月 

比－６日程度）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の 

平均日数は６．４日（前月比微減）でした。 

 

５月の依頼件数は昨年比５割強（棟数ベースでは４割強）の依頼数になって 

います。総判定日数が３０日を下回り、円滑な運用が図られているように見 

えますが実態としては数件の物件において対応が滞っている状況です。これ 

は法改正に絡み６月１日以前に申請が必要な物件の進捗を優先しているもの 

と想定されますが、各物件における着工のスケジュールにも影響を及ぼして 

いる可能性も有り、今一度建築主や代表設計者との申請に関するスケジュー 

ル調整を行って頂ければ幸いです。６月１日からは建築基準法の改正が施行 

されておりますが、この原稿を書いている段階ではまだ６月１日以前の申請 

による受付のみが当センターに到着している状況です。ＨＰの更新も終わり、 

各様式のダウンロードも可能となりました。また６月１日以降の申請に関す 

る内容につきましては、当センターまでお気軽にご連絡下さい。 

 

なお構造計算適合性判定センターはホームページのアドレスが変わっており 

ますが旧ホームページにブックマークしている方は更新していないように見 

えますのでご留意下さい。 

 

新ホームページは www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/ 

organization /nrbc.html がアドレスになります。 

                         

 

（構造判定Ｇ 本間） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 



合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n 

変更・配信停止の場合は、ご相談内容欄に「変更」または「配信停止」と記載 

してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 
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発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


